
周産期の飼養管理体系
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産褥期泌乳後期 乾乳前期 クロースアップ期

-21 0 8020 407-60

39 600 ７ 53

目　標
乾乳日数４０～６０日

乾乳日数７０日以下

乾乳までにＢＣＳを3.25～3.5
に調整。4.0以上にしない。

乾乳軟膏
乳房毛焼
削蹄

イオンバランス（ＤＣＡＢ）調整乾乳期用配合飼料

低Ｃａ含量乾乳期用配合飼料（有機ミネラル配合）

ビタミン類強化（泌乳最盛期まで）

給与粗飼料のＫ含量
が高い場合

イネ科主体の低Ｋ
粗飼料給与の場合

初回授精の開始

◎粗飼料の食込み、糞の状態に留意しながら、
　　配合飼料の給与量を上げる（0.3㎏／日）。
◎粗飼料が食込めない中で、更に栄養濃度を上げたい場合は、
　　サプリメントを使用する。

（ビタミンＡ・Ｅ・セレン酵母）

（ベースビタミン・ミネラル剤）

（ビタミンＡ・Ｅ・ビオチン・バイパスコリン）

（バイパス油脂・ビタミン・ミネラル）

（蛋白分画バランス調整）

①乾物：ルーメン容積の拡張・維持。スムーズな乾物摂取量増加。
②蛋白質：胎児の発育。健全な乳腺細胞と肝臓代謝機能の維持。
③ＮＦＣ：ルーメン絨毛の維持。適切なエネルギーの供給。
④ビタミン・ミネラル：免疫機能の維持。生殖機能を助ける。

周産期の栄養

イオンバランス調整をしていないので、分娩前後も給与可能。
但しＣａ含量が低いので、別途、カルシウム剤の給与が必要。

（注１）

（注２）

分娩前後に牛の耳を触ってみましょう。冷たく感じたら、血中Ｃａ濃度が低下している疑いがあります。吸収の良いカルシウム剤を分娩当日、分娩直後、更に翌日に各１本（５００ml）給与します。

過肥牛を中心にグリセリンの経口投与、あるいは飼料へのトップドレスを行います。３００～５００mlを分娩直後より７日間、分娩前の食が細い場合は分娩前から投与します。

Ａ飼料

（注１）

（注２）

◎密飼いを避ける。
◎無繋留で運動させる。

◎低カリの良質粗飼料を給与する。
◎太らせない、痩せさせない。

カルシウム剤の給与が必要。

グリセリン給与

カルシウム剤給与

◎エネルギーバランスはマイナスとなり、ＢＣＳは低下する。
◎ＢＣＳの低下を最小限に止める。

乳量

乾物摂取量

体重

（有機ミネラル・ﾋﾞﾀﾐﾝ剤）


